
 算数の活⽤、強歩会と関連させて 
   
  本⽇、前地先⽣の研究授業がありました。内容は「１００ｃｍをこえる⻑さ」で⾝に付 
 けた知識や技能を活⽤して、強歩会に関する課題を解決するというものです。 
  課題は、「５秒間で何ｍぐらい歩けたら、２００００ｍ（２０ｋｍ）歩くことができる 
 だろう」です。 
  ゆっくり、ふつう、はやいの３つのペースで５ 
 秒間歩いた距離を計測し、それをiPadのシートに 
 記⼊することで、何時間でどれくらい歩くことが 
 できます。 
  この活動には様々な学習効果があります。①⾝ 
 に付けた知識と技能を⽣かして何ｍ何ｃｍを計測 
 すること、②ICT機器のよさを利⽤すること、③実 
 感的に知識を得ることができること、④意欲的に 
 繰り返し計測すること、⑤学びが実⽣活に⽣きる 
 こと、⑥協働的に取り組めること、です。 
                           【参観にきた先⽣⽅も興味深そうでした】 
   
 ①⾝に付けた知識と技能を⽣かして何ｍ何ｃｍを計測すること 
  計測単元は、教科書やプリントで問題が解けるだけではいけません。実際に計測するこ 
 とで、何ｍ何ｃｍというのを実際に読めるようになっていました。活⽤が習得を強化する 
 瞬間です。 
 「７ｍと・・・３５ｃｍで７ｍ３５ｃｍだ︕」といった、思考する様⼦が⾒て取れるつぶ 
 やきが随所でありました。  

 ②ICT機器のよさを利⽤すること 
  スプレットシートにあらかじめ⼊れておいた数式で、５秒 
 間に歩いた距離を⼊れたら、右の図のように瞬時に〇時間歩 
 いた距離が表⽰されるようにしました。（前地先⽣が） 
  プログラムすれば、⼀瞬で正確に計算できるというICTの 
 よさを、きっと感じることができたでしょう。 
   
 ③実感的に知識を得ることができること 
    ⼦どもは、⼤⼈が当たり前だと思っていることも知らない 
 ことがよくあります。 
 「速く歩くと遠くまで⾏ける」「ゆっくり歩くと間に合わな 
 い」といった知識も意外とありません。昨年の強歩会で、 
 「もっと速くあるかないとゴールできないよ」と⾔っても 
 きょとんとしている⼦がいました。今回の学習で、体験的に 
 速さや⻑さの知識を⼿に⼊れることができたはずです。 



 ④意欲的に繰り返し計測すること 
  全てやることが終わった後も、「もっと 
 速く歩いたらどれくらいいけるんだろう」 
 と何度も計測に取り組んでいました。 
  最近の教育界では、試⾏錯誤しながら何 
 度も取り組める活動が重要だと⾔われてい 
 るので、とてもよい姿を⾒ることができま 
 した。 

 ⑤学びが実⽣活に⽣きること 
  明⽇が強歩会ということもあり、「明⽇ 
 は３０kmいけそう」「はじめてだけど、２ 
 ０km歩けそう」など、笑顔で前向きな⾔葉 
 を⾔う⼦がたくさんいました。⾃分の勉強 
 した内容が、⾃分の⽣活に⽣きることは⼦ 
 どもに学びの有⽤性を感じさせ、意欲を⼤        【強歩会に向けてた  くさん計測】 
 きく⾼めます。 

 ⑥協働的に取り組めること 
  協働的に学ぶことは、社会につながると 
 ても⼤切な資質です。歩いた⼈の距離を、 
 ストップウォッチで５秒を計ったり、メ 
 ジャーやものさしで測ったりするなど、グ 
 ループで⼒を合わせて計測していました。 
  右の写真は、それぞれが責任感や役割感 
 をもちながら、⼒を合わせて取り組んいる 
 のがよく分かりますね。 
  友達と協働的に活動するのがうれしいの 
 か、「次の算数楽しみだな」という⼦が、 
 何⼈もいました。やっぱり⼒を合わせて何 
 かをすることは楽しいですよね。        【きっと計測の合図を出している場⾯ですね】 
      
  九九や筆算の習得が⼗⼆分に進むことで、第３Qや第４Qはこういった算数の活⽤がど 
 んどんできていくといいなと思っております。 

  少しスぺ―スが余ったので、去年の強歩会の写真です。明⽇の強歩会で、⼦どもたちが 
 ⼤きな達成感を得ることができるように、ぜひ⼦どもたちへの応援をお願いします。 

   


